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第10回　  産業用Ethernetとその現状（その1）
もと よし しん いち

NPO法人 日本プロフィバス協会 会長　元 吉　伸 一

　今回と次回の 2 回に分けて、

Ethernet について説明します。工場

通信ネットワークへのEthernetの適

用は近年話題になり、オートメー

ション関係の展示会・セミナーなど

でも関心が集まっています。

　私たちがPCでインターネットを

楽しんだり、またE-mailなどを送っ

たりするときに、ほとんどの場合、

Ethernet という通信規格を使用して

外部と通信を行っています。家庭で

も、オフィスでも、単独でPCを使う

ことは少なくなり、ネットワークに

接続して、つまりEthernetを介して

情報をやりとりする機会はますます

増えています。

　工場の現場通信においても、

フィールドバスの次世代通信規格と

してEthernetの採用を考える人が増

えています。大きな理由として、

オートメーション技術が進化する

と、オートメーションに使われる機

器の能力が向上し、それにつれて機

器間のネットワーク上を流れるデー

タ・情報の量が増えるため、現在の

フィールドバスでは対応しきれない

と予想されるからです。

　私たちは、工場現場で利用される

Ethernet規格を、家庭とか、オフィス

とかで使用されるEthernet規格と区

別して、産業用Ethernet とか RTE

（Real-Time Ethernet）と呼んでいます

（なぜ区別する必要があるかは、後

で説明します）。

Ethernet（イーサネット）とは

　Ethernetは、1973年にアメリカ・

Xerox社により実験システムで使う

通信技術として開発されました。当

時の通信スピードは2.94Mbpsで、最

大伝送距離1km、最大アドレス256

個でした。そして、Ethernetの原理と

なっているCSMA／CD（carrier sense

multiple access with collision detection）

を備えていました。CSMA／CDとは、

同一ライン上に位置する複数の機器

が通信データを衝突させないように

通信する方法です。具体的には、①

機器はライン上で他の機器がデータ

を送っているときはデータを送らな

い、②もし複数の機器が同時にデー

タを送り始めたら、データが衝突し

たことを検知してそれぞれの機器は

データ送信をストップする、③各機

器はそれぞれの時間にタイマをス

タートさせ、このタイムアップ後に

再度データ送信をスタートします。

ただし、タイムアップ時間はランダ

ムですから、再び通信が衝突する確

率は低くなります。

　その後 1980 年に、DEC、Intel、

Xeroxの3社が共同でDIX仕様1.0と

呼ばれるスピードが 1 0M b p s の

Ethernetを作りました。

　1983 年には、IEEE802 委員会で

L A N の標準規格が策定され、

Ethernet は IEEE802.3 として規格化

されました。現在はEthernetという

と一般にIEEE803.2の仕様を指すこ

とが多いようです。Ethernet の仕様

はその後も追加・改善され、1995年

には100Mbps、1999年には1Gbps、そ

して2002年には10Gbpsのスピード

が標準化されています（図1参照）。

　スピードだけでなく、Ethernetのほ

かの仕様もさまざまに変化していま

す。たとえば、当初の通信方式の特

徴であったCSMA／CDは現在ではあ

まり使われず、スイッチを使った全

2重方式が主流になっています。ケー

ブルについても、初期の同軸ケーブ

ルではなく、シールドなしツイスト

ペア線が主流になっています。

　結局、当初仕様のEthernetから変わ

らなかったのは、フレーム（Mac フ

レーム）のフォーマットとEthernetと

いうその名前だけといわれています。

　しかし、Ethernetがそのライバルで

あったトークンリング、トークンバ

ス、FDDIなどの通信仕様との競合を

勝ち抜いて、オフィス世界の通信標

準になった大きな理由の一つは、こ

のように仕様が急速に発展していっ

図1　Ethernetの高速化と標準化の歩み
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たことにあります。その上、Ethernet

対応機器の価格もドラマティックに

低価格化していきました。今では、

PCの販売店にて数千円出せば、時代

の最先端のEthernet カードを買うこ

とができるようになりました。

　少し追加説明しますと、Ethernetの

仕様で注意しなければならないのは、

その規格が通信に求められる仕様を

すべてはカバーしてはいないことで

す。Ethernetの仕様はこの連載の3回

目で説明したOSI参照モデルの第1層

（物理層）と第2層（データリンク層）を

カバーするだけです。Ethernetの上に

第3層のネットワーク層以降が乗っか

り、インターネットやE-mailなどの通

信アプリケーションを使うことがで

きるようになります。

なぜ工場現場通信に
Ethernetなのか？

　それでは、なぜこのEthernetを工

場内のネットワークとして使用した

いのでしょうか？実際には、

Ethernet はオフィスの世界で主流と

なっているだけでなく、すでに工場

の中でも多く使われています。ただ

し多くの場合、現場機器との通信で

はなく、制御機器（コントローラ）

間、またはHMI（Human Machine

Interface） との通信を担当していま

す。このEthernetを拡張してフィー

ルドバスのように現場機器との通信

に使った場合、以下のメリットが予

想されます。

　1）工場内の通信方式を統一して、

機器のハードウェア、通信のソフト

ウェアを共通にするメリット

　2）今までも進化し、これからも進

化するであろうEthernetの仕様の進

歩に同期するメリット

　3 ）ますます低価格化が進む

Ethernet 機器に同期して、工場現場

通信も安価になるメリット

　4）工場現場でも、制御用データだ

けを通信するのでなく、音声、画像

を含めたもっと多くのデータ・情報

を通信できるメリット

　　“なるほど、Ethernetを使うとたく

さんのメリットがあるのだ”とご理

解いただけるでしょうか？しかし、

現在話題になっている産業用Ethernet

は、オフィスで採用されている

Ethernetを単純にそのまま工場現場で

再利用するものではありません。

Ethernetは優れた通信規格ですが、オ

フィス用の通信規格それだけでは、

工場の現場通信に要求される性能を

満足しないと私たちは考えています。

　オフィス用のEthernetと比較して、

産業用Ethernet にとくに厳しい基準

が求められる点は以下のとおりです。

　1）リアルタイム性

　リアルタイム性とは、Deterministic

（時間確定性）ともいわれます。つま

り、ある決められた時間以内に必ず

通信が実行されるという仕様です。

工場現場の制御では、常に最新の測

定値に基づき、制御演算を行います

し、また演算の結果はできるだけ早

く操作器に伝達しなければなりませ

ん。アプリケーションで許される時

間内（一般に1msから1sの間）に通信

が行われる必要があります。

　2）信頼性

　信頼性とは、工場現場の粉塵、電

気の品質など雰囲気や使用条件が悪

いところでも正常に動作を続けられ

るという仕様です。一つの例として、

図2にオフィス用Ethernet と産業用

Ethernet のコネクタの違いを示しま

す。また、1つの機器の故障が全体の

機能に影響しないようにする冗長化

の仕様も信頼性の中に含まれます。

　3）従来の産業用通信との継続性

　すでに多くのフィールドバスが工

場現場で動いていますから、これら

のフィールドバスを置き換えるので

なく、継続して利用できる仕様が望

まれます。

　まとめると、オフィス等で使用さ

れているEthernet技術の柔軟性、拡

張性、先進性、発展性を活かしなが

ら、いかにして工場のオートメー

ションにも使えるリアルタイム性、

信頼性のある通信として産業用

Ethernet を作り上げるかが検討点と

なります。

　今回は産業用Ethernet の 1回目と

して、“Ethernetとは？”から説明し

ました。次回は産業用Ethernetの国

際規格活動とその技術について説明

します。　　　　　　　　　　　■

図2　Ethernet のコネクタ
　　 （産業用ではケーブルが太くなり、
　　   コネクタも堅牢になっています）

通常の
RJ45タイプ

産業用Ethernetの
RJ45コネクタ
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　　　　（株）エム・システム技研　システム技術部　　　　

屋久島（屋久町）の簡易水道監視システムに
採用されたMsysNetシステム

　1993年にユネスコの世界自然遺産

として登録された屋久島は、九州の

最南端佐多岬の南方約60kmに位置

し、九州最高峰の宮之浦岳（標高

1,935m）をはじめとする1,800m級の

山々が連なる山岳島です。「月に35日

雨が降る」といわれるほど 雨が多く、

山では多いときには年間10,000mm、

平地でも4,000mmの雨が降ります。山

間部には樹齢数千年の屋久杉の森が広

がる、自然の豊かな島でもあります。

　今回は、このように水の豊かな屋

久島に、屋久町役場 建設課を訪問

し、現在運用されている簡易水道監

視システムについて、 建設課長 鹿島

忠明様と同課主幹兼水道係長 鹿島直

喜様、そして盤工事、システム構築

を担当され、その後メンテナンスも

担当されている八栄電設（株）の代表

取締役 寺園 駿一 様と牧之段 雄二 様

にお話を伺いました。

　 ［ ］それではまず、実際に運用

されている簡易水道監視システムの

概要についてご説明をお願いします。

　　［寺園］屋久町内には直線距離に

して約40kmの間に、10箇所ほど簡易

水道関連施設（浄水場、配水池など）

が点在しています。それらのうち、原

地区の新規施設工事を実施するに当

たり、信号を遠隔伝送して中央（町役

場建設課）のパソコンで監視する方式

を導入することになりました。

　まず、原地区配水池から原地区減

圧施設（A区間）までは1km弱の山間部

でしたから、MsysNetシステムの無

線データ通信モデム（形式：RMD2）を

図1　屋久町簡易水道監視システム

安房地区配水池湯泊地区前処理施設

安房地区浄水場
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屋久島（屋久町）の簡易水道監視システムに
採用されたMsysNetシステム

使用し、ランニングコストがかから

ない特定小電力無線（SS無線）方式を

採用することにしました。また、原地

区浄水場から原地区配水池の間（B区

間）は約1.2km離れていますが、水道

管の敷設時に同時に電線（自営線）を引

くことができたので、より対線

（CPEV線）を使用する有線伝送システ

ムを採用しました。当初はアナログ

信号伝送を考えましたが、電線の芯

数を減らせるため多重伝送方式を採

用することにし、具体的には最長2km

まで伝送可能なMsysNetのリンクア

ダプタ（形式：DAM）を使用しました。

また、原地区浄水場と屋久町役場建

設課間（C区間）は距離が10kmと大き

く離れているため、毎月わずか約

4,300円のランニングコストで済む、

NTT専用回線の符号品目 50bpsの通信

手段を採用しました。

　湯泊地区の前処理施設からは、小

形信号監視・報告ロボットてれとー

くW（形式：TLW）を使って、デジタ

ル信号による異常通報を行っていま

す。アナログ信号（濁度信号）につい

ては上下限警報を用いて異常通報を

行っています。

　また、平内地区の加圧ポンプ施設

からは小形信号監視ロボットてれまる

（形式：TLO）を用いて、デジタル信

号（異常信号）だけを伝送しています。

　 ［ ］通

信 媒 体 を

NTT専用回

線、NTT一

般 公 衆 回

線、自営線（多重伝送）、SS無線と、設

備、設置場所を考えて効率的な使い

分けをされていますね。

 　　［寺園］今回のシステムを導入す

る前に設置されていた他社製の異常

通報装置もまだ何台か使われており、

更新時期にきているものがあります

ので、上記のような安価で効率的な

監視システムへ更新することへのご

提案も行っているところです。

　 ［ ］今回ご採用いただいた

MsysNetシステムでは、いろいろな

通信回線が使われていますが、NTT

一般公衆回線を利用して役場のパソ

コンで監視する方法だけが使われて

いないようです。異常通報装置が

入っているところではランニングコ

ストが今までと変わらないので、集

中監視を行われてはいかがですか。

 　　［寺園］NTTの回線を使用する場

合、毎月の回線使用料は専用回線の

符号品目50bpsでは約4,300円です。

一般公衆回線の電話の場合、1級局で

約2,400円ですが、別途ダイヤル通話

料がかかるため専用回線で常時監視

しても費用はあまり変わらないので、

現在変更することを考えています。

　 ［ ］ただしNTT専用回線に切り

替えると、設置時に施設設備負担金

が2契約必要になり、異常通報装置の

回線（既設）が1契約ありますから、も

う 1 契約分の36,000 円が新たにか

かってしまいますが、上位のパソコ

ンのソフトはすでに監視操作ソフト

（形式：SFDN）をご採用いただいて

いますから、画面構築だけで済み、経

屋久町役場 建設課
主幹兼水道係長
 鹿島直喜 様

屋久町役場 建設課
課長

鹿島 忠明 様

本稿のシステムについての照会先：
　八栄電設株式会社
　代表取締役 寺園 駿一様
　〒891-0108
　鹿児島県鹿児島市中山二丁目
　28番14号
　TEL．099-269-6767
　FAX．099-269-6803

　（株）エム・システム技研
　システム技術部
　TEL. 06-6446-0040
　FAX. 06-6446-0086
＊てれまる、てれとーく、エム・レスタ、MsysNetは
　エム・システム技研の登録商標です。図2　原地区減圧施設 図3　屋久町役場建設課のパソコンと監視画面

八栄電設（株）
　

牧之段 雄二 様

八栄電設（株）
代表取締役
寺園 駿一 様

済的に実施できます。

 　　［寺園］このような集中監視シス

テムは、すでに鹿児島県内の市町村

に数箇所導入していて、簡単に構築

できることを実証済みです。

 　　［鹿島係長］今後順次採用したい

と考えています。そのときは相談に

乗ってください。

 　　［寺園］はい、承知しました。

 　　［鹿島課長］屋久島は林業と観光

で成り立っています。『エムエスツ

デー』読者の皆さん、 町内には2万本

以上の屋久杉が鑑賞できる屋久杉ラ

ンドや千尋滝などがあります。屋久

島の貴重な自然を楽しみに、ぜひ一

度お越しください。

　 ［ ］お忙しいところ、ありがと

うございました。　　　　　　 　■
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　　　　　　　（株）エム・システム技研　開発部

交換必要時期を表示する電源
電源ユニット（形式：MDC6、MDC7）

は じ め に

　エム・システム技研では、かつ

て『エムエスツデー』誌2005年 5

月号で表示機能付 電源ユニット

（形式：MDC5、DC24V 60W）をご

紹介しました。今回は、お客様の

ご要望にお応えし、さらに容量の

大きい機種を追加しました。

　すなわち新機種として、2種の電

源ユニット（形式：MDC6、DC24V

120W、および形式：MDC7、DC24V

240W）を発売します（図1）。

　本稿では、MDC6、MDC7の特長

についてご説明します。

1．表示機能付き

　最大の特長は、電源の状態が、

ケース前面の3桁7セグメント指示

計でわかることです（図2）。

　MDC6、MDC7では、電源の出力

電圧・出力電流をはじめ、使用時

のピークホールド電流や瞬時の電

圧低下などを前面から目視・確認

できます。さらに、電源の交換必

要時期を事前に知らせる機能も搭

載しています注）。

2．交換必要時期の
お知らせ機能とは？

　電源が突然停止すると設備の稼

働率や製品の不良率に大きい影響

を及ぼすため、時間的・費用的に

大きな損失の発生が予想されます。

しかし、電源が性能を十分発揮で

きなくなる時期が

事前にわかれば、

これらの損失を未

然に防ぐことがで

きます。

　MDC6、MDC7

は、そのような

「電源の交換必要

時期を事前に知り

たい」というニーズに応え、電源

が自分自身をモニタリングして寿

命を予測する「交換時期お知らせ

機能」を搭載しました。

3．交換必要時期が事前にわかる
ことによるメリットとは？

　（1）電源の性能が正常なうちに確

実に交換でき、突発的な設備ダウ

ンを回避できる。したがって、設

備復旧にかかる時間損失や、非稼

動による生産損失をなくすことが

できます。

　（2）電源の交換時期を推定するた

めに行っていた、稼働時間や動作

状況の管理が不要になり、メンテ

ナンス時間を削減できます。

　（3）電源を一律に交換するのでは

なく、各電源をそれぞれの寿命に

応じて最大限に使用できるうえ、図1　電源ユニットの外観

図2　MDC6の前面パネル図

MDC6 MDC7

アラーム出力端子

ダウンキー

アップキー

メイン表示部（3桁）

供給電源端子（L、N） PE（保護接地）端子

動作表示部

モードキー

出力表示灯（DC ON：緑）

出力電圧調整トリマ（V. ADJ）

直流出力端子（－V、＋V）・不足電圧検出出力端子
・交換時期お知らせ出力端子
・コモン端子

V ：出力電圧表示モード
A ：出力電流表示モード
Apk ：ピークホールド電流表示モード
Yrs ：交換時期お知らせ表示モード
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交換必要時期を表示する電源
電源ユニット（形式：MDC6、MDC7）

在庫削減にもつながるためコスト

ダウンが図れます。

4．その他の充実した
安全機能

　安全で、安心してご使用いただ

けるように、MDC6、MDC7はいろ

いろな機能を備えています（図3）。

　（1）出力電圧の表示機能

　電源の出力電圧が表示されるた

め、計測器を使わなくても、電圧

調整が可能です。

　また、出力電圧の正常・不正常

を判定するためのON／OFF LED

表示だけではわからない設定電圧

も一目で認知できます。

 　（2）出力電流の表示機能

　出力電流が表示されるため、わ

ずらわしい容量計算を行うことな

しに負荷に対する余裕度を知るこ

とができます。このため電源の小

形化やコストダウンの検討が容易

になるだけでなく、設備の増設時

に電源容量変更の要否が簡単に判

断できます。

　（3）不足電圧表示機能

　出力電圧の低下を検出すると、

LEDが点灯し、出力異常を知らせ

ます。

   設定電圧は、定格電圧の約80％

にセットしてあります。

　（4）ピーク電流ホールド表示機能

　ピーク電流ホールド表示により、

瞬時的な過電流の検知ができ、不

足電圧検出表示機能による一時的

な低電圧の検知と併せて、システ

ムの故障解析や負荷の異常状態確

認が容易に行えます。

5．各種規格

　安全規格については、UL508／

60950、CSA C22.2 No.14／ 60950、

EN50178、EN60950 に対応し、CE

マーキングも取得しています。

　さらに、鉛フリーはんだを使用

しているため、輸出される組込器

機用の電源としても安心してご使

用いただけます。

6．変換器との高い親和性

　MDC6、MDC7は、DINレールに

そのまま設置できます。したがっ

て、DINレール取付け形変換器の

電源として最適です。エム・シス

テム技研のDC24V 電源で使用す

る商品と一緒にお使いくだ

さい。

　たとえば、コンパクト変

換器みにまるシリーズの電

源としてご使用になる場合

は、MDC6 1台でみにまる変

換器 20 台まで給電できま

す。またMDC7であれば、2

倍の40台まで給電できます。

お わ り に

　エム・システム技研は、今後も

変換器用電源の分野に注力し、魅

力ある製品づくりを目指していき

ます。

　ご意見、ご要望をお気軽にぜひ

お寄せください。           　　　　■

図3　MDC6、MDC7の状態表示例

図4　MDC6の外形寸法図

図5　MDC7の外形寸法図

＊みにまるは、エム・システム技研の登録商標です。

11
5

4.
5

35
.4

50 122

5 －M4
端子ねじ

DINレール
（35mm幅）
取付の場合

（3.3） （単位：mm）

11
5

4.
5

35
.4

100 126

5 －M4
端子ねじ

DINレール
（35mm幅）
取付の場合

（3.3） （単位：mm）

出力電圧表示

ピークホールド電流表示

出力電流表示

不足電圧検出表示

注）この機能の原理については、『エムエス
ツデー』誌2005年5月号「交換時期も
わかる表示機能付電源 電源ユニット
（形式：MDC5）」でご説明しています。
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　　　　　（株）エム・システム技研　開発部

は じ め に

　エム・システム技研では、従来の

チャート紙を使用する記録計からの

リプレースを目的として、現場設置

形のチャートレス記録計本体（形式：

73ET・74ET・75ET）注1）、入力カー

ド選択形チャートレス記録計（形

式：73VR3000）注2）、入出力一体形

チャートレス記録計（形式：

73VR2102、2104、2106）注3）と機種

を揃えて参りました。

　そして今回は、新たに加えた入力

カード選択形 TFT液晶チャートレ

ス記録計本体（形式：73VR3100）に

ついてご紹介します。その主な仕様

は、表1をご覧ください。

1． 形　状

　73VR3100では、様々な種類の入

力信号を目的に応じて効率よく経済

的に選んでいただけるように、エ

ム・システム技研のリモートI／O R3

シリーズの入出力カードを、背面に

最大4枚まで装着できる構成となっ

ています（対応する入出力カードにつ

いては、表2 をご参照ください）。ま

た、R3 シリーズのオープンネット

ワーク対応通信カードを背面に装着

することによって、各社のPLCと接

続できるようになります（なお、装着

できる通信カードは最大1枚であり、

かつ、これを装着した場合、装着可

能な入出力カードは最大3枚になり

ます）。各社PLCとの接続について

は、5項で紹介させていただきます。

　5.5型 TFT液晶を前面中央に配置

したにもかかわらず、パネルカット

寸法を従来の144mm角記録計に対

応させていますので、チャート式小

形記録計からのリプレースも容易に

行えます。

2．高速サンプリングと
データ保存

　73VR3100では、20ミリ秒、100ミ

リ秒の高速サンプリングモードと、

500ミリ秒の通常サンプリングモー

ドを用意しました。サンプリングし

たデータは、収録周期に従ってCF

カードに保

存します。

また、デー

タ収録を継

続しながら、CFカードを交換する活

線挿抜が可能です。

3．演算機能

　測定データに対し、リアルタイム

に演算処理を行います。演算の種類

としては、四則演算、論理演算、関

数、積算、フィルタ、ピークホール

ドをご利用いただけます。演算の種

別一覧を表3に示します。

4．MSR128-V5による
リアルタイムモニタ機能

　PCレコーダソフト（MSR128-V5）を

使い、Ethernetで接続することによっ

て、パソコンでのリアルタイム監視

が可能です（図2）。また、MSR128-V5

からの要求により、73VR3100で収

録したデータをMSR128-V5で読み

込めるファイル形式に変換すること

によって、MSR128-V5がもつ履歴

データ表示や印刷などの機能をご使

用いただけます。

図1　73VR3100の外観と寸法

オープンネットワークに接続できる
チャートレス記録計（形式：73VR3100）

表1　73VR3100の主な仕様

 表示デバイス 5.5型 TFT液晶
  表示色 256色
表示部仕様  解像度 320×240ドット
  ドットピッチ 0.12×0.35mm
  バックライト 冷陰極管
 Ethernet IEEE802 および IEEE802.3規格準拠
インタ   10BASE-T／100BASE-TX（自動切換）
フェース部 IPアドレス 192.168.0.1（工場出荷時）
仕様  CFカードスロット 1スロット（TypeⅠに対応）
   動作電圧 3.3Vカード対応
入出力部 R3シリーズ用I／Oカードを最大4枚まで装着可能（表2、4 参照）
入出力チャネル 最大64チャネル
演算チャネル 最大64チャネル
収録周期 20ミリ秒、100ミリ秒、0.5秒、1秒、2秒、5秒、10秒、1分、10分
保護等級 IP65準拠（前面） 
外形寸法 144（W）×144（H）×245.1（D）mm 
質　　量 約2.3kg（入出力カードを除く）

画面はハメコミ合成です。

■ 前面（I／Oカード接続時） ■ 背面（I／Oカード接続時）

144

（単位：mm）

245.1

I／Oカード 電源・通信部

144
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5．各社PLCへの接続

　リモートI／O R3シリーズの通信

カードを 73VR3100の背面に装着

し、ネットワーク接続することによ

り、73VR3100に入力された信号を

PLCへの入力データとして使用でき

ます（対応する通信カードについて

は表4をご参照ください）。

　R3シリーズの通信カードを使う

ことによって、CC-LinkやDeviceNet

など8種類の通信プロトコルに対応

できます。入力カードを経て取り込

んだデータは、通信カードを介して

P L C に送信されます。同時に、

73VR3100自体でもこれらのデータ

を収録するため、73VR3100がもつ

記録、監視、検索などの機能を使っ

て、PLCへの送信データの監視が容

易に行えます。また、測定データに

対応して警報を出力したり、背面の

LANポートとパソコンを接続するこ

とによって、MSR128-V5を使って

のデータ監視が

可能です（図2）。

73VR3100に装

着した出力カー

ドに対して PLC

からデータを出

力することはで

きないので、ご

注意ください。

6．その他の機能

　73VR3100は、

パスワードを設

定することによって、トレンド画

面、バーグラフ画面、オーバー

ビュー画面からの操作を禁止する

「パスワード機能」、ハングアップな

どのトラブルが発生した場合に出力

カードへ警報出力する「異常時出力

機能」なども備えています。

お わ り に

　エム・システム技研は、これまで

注1）73ET、74ET、75ETについては『エム
エスツデー』誌2005年7月号をご参照
ください。

注2）73VR3000については『エムエスツ
デー』誌2005年9月号、2006年6月号
をご参照ください。

注3）73VR2102、2104、2106ついては『エ
ムエスツデー』誌2006年7月号をご参
照ください。

オープンネットワークに接続できる
チャートレス記録計（形式：73VR3100）

図2　システム構成例

表2　装着可能な入出力カード（最大4枚まで）

　入出力種別 形　式 備　　考
 対応サンプリング速度

　    ２0ミリ秒 100ミリ秒 0.5秒～
 R3-SS4 4点（絶縁）直流電流入力 ○ ○ ○

直流電流入力
  R3-SS8 8点（絶縁）直流電流入力 × ○ ○

  R3-SS8N 8点（非絶縁）直流電流入力 × ○ ○
  R3-SS16N 16点（非絶縁）直流電流入力 × ○ ○
 R3-SV4 4点（絶縁）直流電圧入力 ○ ○ ○
  R3-SV4A 4点（絶縁）mV対応 直流電圧入力 ○ ○ ○
  R3-SV4B 4点（絶縁）高電圧 直流電圧入力 ○ ○ ○

直流電圧入力
  R3-SV8 8点（絶縁）直流電圧入力 × ○ ○

  R3-SV8A 8点（絶縁）mV対応 直流電圧入力 × ○ ○
  R3-SV8B 8点（絶縁）高電圧 直流電圧入力 × ○ ○
  R3-SV8N 8点（非絶縁）直流電圧入力 ○ ○ ○
  R3-SV16N 16点（非絶縁）直流電圧入力 × ○ ○

熱電対入力
 R3-TS4 4点（絶縁）熱電対入力 × × ○

  R3-TS8 8点（絶縁）熱電対入力 × × ○

測温抵抗体入力
 R3-RS4 4点（絶縁）測温抵抗体入力 × × ○

  R3-RS8 8点（絶縁）測温抵抗体入力 × × ○
 R3-DS4 4点（絶縁）2線式伝送器用電源付
ディストリ  ディストリビュータ入力 ○ ○ ○

ビュータ  R3-DS8N 8点（非絶縁）2線式伝送器用
  ディストリビュータ入力 × ○ ○

 R3-CT4 4点（絶縁）交流電流入力 × × ○
  R3-CT4A 4点（絶縁）クランプ式交流電流センサCLSA用 × × ○
交流電流入力  R3-CT4B 4点（絶縁）クランプ式交流電流センサCLSB用 × × ○
  R3-CT8A 8点（絶縁）クランプ式交流電流センサCLSA用 × × ○
  R3-CT8B 8点（絶縁）クランプ式交流電流センサCLSB用 × × ○
交流電圧入力 R3-PT4 4点（絶縁）交流電圧入力 × × ○
 R3-PA2 2点 速度・位置パルス入力 × × ○

パルス入力
  R3-PA4 4点（絶縁）高速パルス入力 × × ○

  R3-PA4A 4点（絶縁）高速積算パルス入力 × × ○
  R3-PA16 16点（絶縁）積算パルス入力 × × ○
接点入力 R3-DA16 Di16点（入力電源内蔵）接点入力 ○ ○ ○
接点出力 R3-DC16 Do16点（リレー）接点出力 × × ○

注）各カードの仕様につきましては、個別の仕様書をご覧ください。 ○：対応　×：未対応

にいろいろな種類のチャートレス記

録計を発売して参りました。これら

の記録計を用途、使用条件に応じて

お使い分けください。また、今後も

多くのお客様にご満足いただけるよ

う、さらなる機種の充実に努めて参

ります。どうぞご期待ください。■

　　分　類 演算の種類
四則演算 加減算、乗算、除算

論理演算 論理積、論理和、否定、
 排他的論理和
関　　数 開平、累乗
積　　算 アナログ積算、パルス積算差分
フィルタ 一次遅れ、移動平均

ピークホールド ピークホールド（最大）、 ピークホールド（最小）

表3　演算種別一覧

表4　対応する通信カード一覧

　形　式 備　考
R3-NC1-N CC-Link（アナログ16点対応）
R3-NC2-N CC-Link（アナログ32点対応）
R3-NC3-N CC-Link（Ver.2対応）
R3-ND1-N DeviceNet（アナログ16点対応）
R3-ND2-N DeviceNet（アナログ32点対応）
R3-ND3-N DeviceNet（アナログ64点対応）
R3-NE1-N Modbus/TCP（Ethernet）
R3-NF1-N Tリンク（富士電機製）
R3-NM1-N Modbus
R3-NP1-N PROFIBUS-DP
R3-NL1-N LONWORKS（アナログ16点対応）
R3-NFL1 FL-net（OPCN-2）

Ethernet

オープン
ネットワーク

73VR3100チャートレス記録計
（形式：73VR3100）

PC

PLC PLC

PC

73VR3100 73VR3100

PCレコーダ
ソフト

（MSR128-V5）

PCレコーダ
ソフト

（MSR128-V5）

：データ
   の流れ
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